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97年には摂南大学が加わって5校に拡大した。  

また、MGについては、インターネット対応型  

MGの改良版が開発されたのでこれを実施する  

テストを行い，安定した運用が確認された。  

（図1参照）  
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インターネットの普及は教育のかたちにも  

大きな変化をもたらしつつある．本稿ではイン  

ターネットを利用して各教育機関が保有する教  

育用ソフトウエア資産を共有化し，各々の所在  

地，専攻分野，学年，授業形態，コンピュータ  

リテラシーなどの違いをこえて共同実施する試  

みについて述べる．   

武蔵工業大学が開発したデシジョンゲーム  

は、94年から北海道工業大学が参加を始め、97  

年度には芝浦工業大学、北海道情報大学、摂南  

大学も加わって合計5校さらに社会人も参加し  

て実施されるまでに拡大した。一方、北海道工  

業大学が開発し演習に使用しているマネジメン  

トゲームもインターネットを利用して実施する  

テストも終了し、今年度4月から武蔵工業大学  

の3年次の演習で使用する予定である。  

欄重刷用   

武蔵工業大学経営工学科では70年代からデ  

シジョンゲーム（以後DGと略称）を北海道工  

業大学経営工学科では90年代からマネジメン  

トゲーム（以後MGと略称）を開発し授業を行  

ってきた。これらはいずれもコンピュータを使  

った専門教育の実現を目指したものである。し  

かしDG，MGのいずれも各々のキャンパス内  

に範囲を限定したネットワーク環境を前提とし  

ていた。93年、私情協大会で両者が発表した  

のを期にネットワークを用いた共同実施の実現  

に向けて検討を開始した。94年、まず手始め  

にDGを同時実施する条件をテストした．この  

年はネットワーク環境が未整備であったためフ  

ァイル転送に公衆回線を用いるとともに、デー  

タの確認をとるためファクシミリによる通信も  

併用した。95年には、北海道工業大学がイン  

ターネットに参加したので、ネットワーク環境  

での実施。運用のテストを行った。96年には  

芝浦工業大学と北海道情報大学を加えた4校で、  

北掬鼠工亀大軍  
（2¢チーム）  

北畠Ⅲ甫亀大軍  
（10ト心  笹匝奉壷晦  

日日日巴日  

巳巳日日日  

日巳員日日  

璽寒雲垂摩  

墜重囲重囲  

り鑑恩渋皮  
2）尉防虫  

り広見虫  
2）ラン牟ング  

戊包エm大軍  
（40デー心  匠＝彗  

星＝望  旺8但由  払込随陰陰  
亀随陰陽  

隆弘隆弘払  
払込隠隆弘  

亀随亀隆  
弘陰陰陽陰  
陽陰陽陰陽  
（≧、じ主立、し、㌧rl、  

圏1デシジョンゲロム  
諷施守ツプ  

凱朝開発と褒遜   

DGは，武蔵工業大学村原研究室が1970年  
代に開発に着手したゲームで、ゲームを通じて  

多岐にわたる経営工学の学科目を体系的に理解  

することを目的にしている。   

DGは3年次生に対する週1回90分の原価  

工学演習で行われる。DGの歴史は大きく三つ  

に分けられる。  

第1期：1970年代  マークカード入力に  
よるバッチ処理  

第2期：1980年代  ミニコンのTSSやパ  

ソロ■‾ンmÅNを用いた運営  

第3期：1990年代  インターネットを利  

用したオープン型リアルタイム処理  
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第3期にいたりようやく他大学との共同実施  

が可能になり、指定された時間（現在は金曜日  

の16：00）までに各種の意思決定データが転送  

されさえすればどこからでも参加が可能になっ  

た。参加大学の学生は各自毎期の意思決定を武  

蔵工業大学のWEBページから送信する。武蔵  

工業大学のDG レフェリーは各社の意思決定  

データから製品販売量を計算し、結果をWEB  

ページに掲載する。次に各社はWEBページで  

確認した販売量をもとに財務諸表を計算してこ  

れらの数値を武蔵工業大学に送信する。最後に  

DGレフェリーがマーケットシェア、総資産利  

益率など5項目のランキングをWEBページに  

載せる。DGは毎週このような手順で実施され、  

9月から12月まで合計8期間行われる。その  
実施概要は以下のURLで確認できる。  

WWW．COSt．ie．musashitech．ac．jp／～dg／index．htm1  

4・インターネットMGの開発と実施   

藤田研究室（北海道工業大学）では、1993  

年度から研究室で開発したLANを使用した  
MGを3年次生の演習で実施してきた。   

このシステムをTCP／IP接続で実行できるよ  

うに改良したのが“インターネットMG”であ  

る。研究室内での実施テスト、武蔵工業大学と  

の共同実施テストの結果、離れた環境でもMG  

が実施できることが確認された。   

開発に使用した言語はⅥsualBasic（Ⅵ∋r5）で  

ある。このためゲームの実施にはインターネッ  

トに接続されたWindowsネットワーク環境が  

必要である。ゲームは以下のような3つのケー  

スでテストを実施した。（図2参照）   

1）研究室内（北海道工業大学）   4社   

2）研究室（北海道工業大学）   2社  

一般家庭（プロバイダに接続） 2社   

3）研究室（北海道工業大学）  2社  

研究室（武蔵工業大学）  2社  

一般家庭（プロバイダに接続）1社   

この結果、ゲームはボードやLANを用い  

たMG と同様にスムーズに実施できることが  

確認された。ゲームの実施時間は1期（20回  

の意思決定）が約4b分で終了する。有効な機  

能としては、チャット機能があげられる。全く  

相手が見えない状態でゲームを実施するので、  

ゲーム情報のはか、あいさつや自己紹介など積  

極的に利用された。この機能によりコミュニケ  

ーションが向上しゲームがスムーズに進行した。   

5．まとめ   

規模の大きい会社を経営するDGは上級学年  

向けであり、今年度はさらに多くの大学、社会  

人の参加が予定されている。一方資本金からス  

タートして小さな会社を経営するMGは、下  

級学年に適している。今年度4月から武蔵工業  

大学でインターネットMGが実施される予定  

なので、これにより両大学の教育用ソフトウエ  

ア資産の共有化と共同実施という新しい教育形  

態が実現することになる。  
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図2インターネットMG実施マップ  
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